
南スマトラローカノレ林業見聞記 ! 

八戸英喜 t 

インドネシアの首都ジャカルタからの飛行機は，南スマトラ州とランポン州との介|

境のムスジ川付近から，スマトラ島上空に入札広大な湿地帯を飛ぶ。最初に黒々と

した湿地林を眺めることになるが，すぐに，それにも劣らぬ程広大な湿地の草原が出

現し， 雨期の晴聞には， この大湿原は日光を反射して， まぶしく光る。 45分間のフ

ライトで，飛行機が下降し始めると，蛇行するムシ川に近づき，戦後、， 日本の賠償で

建設されたムシ川のアンペラ橋や， パレンパンの落下傘部隊が降下したスガイゲロ

ン，プラジュの石油基地を見て，南スマトラ州の州都パレンパンの空港に着陸する。

ここは石油で有名であるが，ゴムや木材，バンカ島の錫や胡淑等，さらに日本企業の

協力で建設された肥料工場やセメント工場もあり，活気にあふれた町である。

筆者は 1971年から約5年間木材輸出にたずさわり， 1981年 11月からの約2年半

は国際協力事業団の南スマトラ森林造成プロジェグトの業務調整員としてパレンバン

に長期に滞在した。その間に見関した地元住民の林業について記述したい。

まず，南スマトラの概略を主要河川湿地帯f，それに筆者がかつて丸太を集めた場所

を中心に図 1で示した。 この地域は地元の林業の特徴から， 次のように区分でき

る。

① 湿地林のうちプライ (Alstonia)を伐採し，大部分を輸出したムシ川下流とパ

ニュアシン地域(州の北東部)。

② 同じ湿地林ではあるが， ムスジ)11， ノレンプーノレ)11からスジアン川に至る地域

で，小径木のトレンタン (Camρnosperma)， フツレポック (Loρhoρetalum)などの製

材品をジャカノレタに送った地域(州の東部)。

③ ムシ川上流の丘陵林で，主としてメランティ (Shorea)を伐採した地域で，丸

太は殆んどパレンパンに流送された。ただし，機械出しの丸太は輸出され，その他は

パレンパンで製材された(州の西部)。

その他と して 1976年から本格化したアランアラン草原の植林対象地が，準平原の

中央に位置している。

まず， 1970年代の南スマトラ州の木材生産推移を森林局の統計からグラフで示す

と図ー2のようになる。丸太輸出が本格化した時代で，諸々の収入で，自転車通勤の
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図-2 雨スマトラ州の木材生産量推移
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森林官も自動車を持てるまでになったと云われるほど，伐採業が活況を呈した。石油

危機には生産量が落ち込んでいるが，丸太輸出が本格化する以前の倍以上の生産量で

あった。 しかし，後半は，日本の木材業の慢性的不況やインドネシア国の丸太輸出規

制lで‘全体の木材生産量は急激に減少している。

さて，地元住民の林業活動を述べよう。

湿地林ムシ川下涜とバニュアシン地区

パレンパンは湿地のなかの大きな島に例えられ，郊外にでると，水田や広大な線地草

原が広がり，全く森林はなし、。しかし，毎年繰返し火の入る湿地草原の一部に自生する

グラム (Melaleucaleucadendron)の潅木林がみられ，うまく火をのがれたところで

は，直径約 10cm，長さ 4mの土木工事用丸太がとれる。この地域で主として伐採さ

れたプラ イの森林はムシ川の下流地域で，サレ川やパニュアシン周辺にみられた。小

さな支流を探し，できるだけ森林内に入り込む。立木はパラン(長いナタ)で伐倒し，

二人用の長い鋸で 4mに玉切る。そして，玉切った丸太にあわせて潜を小運河に向

けて楓っておき，これに丸太を滋し込んで，雨を待つことになる。雨が降り，林内の水

位があがっても，これだけではまだ不十分で，さらに満潮を待ち，このとき丸太を押

し出す。小運河では，丸太の前後に木釘を打ち込み，それをロタン ()l奈)で結んで丸

太を一列に連結し，引き潮にあわせて川まで引っぱり出す。このように木IHしは水だ

のみだが，雨ばかりでなく， iJ胡の干満に非常に影響されるので，泥まみれの仕事は夜

間に行なわれることもしばしばあった。夜間作業となると，マン ドーノレ(人夫頭)が

しっか りしていないと人夫がサボり，I時々 ，次の最高の満I舗を待つことになる。木出

しで大切なことは，決して 4m 以上の長尺の丸太を期待しないことである。人夫の

搬出経験がないためである。筏組はし、たって簡単で，丸太を横にならべ，真中に番線

を渡し，番線を短かく切って作ったUかんで各丸太をとめる。筏にワイヤロープをか

け，上潮にあわせて，タグボートでパレンパンに曳航する。以上がこの地域での一般

的な伐出方法であるが，この他にジャワからの移民の水田プロジェクトでは立派な運

河が作設されるので，これを利用して， よくプライが 出された。 とくに移住初期に

は，インフラ整備が遅れ，政府の補助だけでは不十分で，逃げだす者もいると云う話

であったが，丸太の仕事は手っ取り早い現金収入になるので，水田作業よりも丸太出

しに精を出す者もいた。こうゅうところでは，長距離をレーノレ代りに敷いた小丸太の

上に丸太をころがすこともあった。

これらの仕事を仕切った人々について，付き合った範囲でわけでみると，第 1の事

業主は，イスラム教徒で，メッカ巡礼をすると得られる称号のハジをもっており，伐

採業とは別に，製材や建設の業務もも っていたり，村長だったりで， もともと資力が

あり，事業の才を持った人ということができ，規模の大きい伐採をして丸太輸出業者

に売りつけていた。ただ，伐採権林阪を取得するまでは，権力あるいは資力はなかっ

たようで，その後に会った時はだし、たし、丸太の仕事はやめて，建設業者や，スーパ

ーマーケットの共同経営者となっていた。次はマ ンドーノレ(人夫頭) クラスである
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が，だいたい輸出業者から資金を借りて，山に入り，伐出した丸太で精算することに

なるが，このクラスになると，ハジだろうがなんだろうが，借りた資金で，自分の準

備はするが，人夫の食料や伐採道具を準備しない。このため，山に出発できない者も

出てくる。このため物品を貸し， 人夫と一緒に伐採現場に押し込んでやる必要があ

る。それでも，丸太がうまく 出せないときは簡単に蒸発してしまうので，半分は資金

のコゲつく ことを計算しでかからねばならなし、。次は他人の丸太で相撲を取る連中，

なにもわからなし、から，丸太の値段でも決めてやり，期待しないで自分のログポンド

で待っていた方が無難で，たまに丸太を持って来ることがあった。

こうして伐出されたプライの大半はパレンパンから輸出され，南スマトラの丸太輸

出量の半分はこれで占められたと推定される。輸出の面からみると Shorea類の大

径木を機械出ししたインドネシアの東カリマンタン地域と大きく異る ことは，南スマ

トラの丸太輸出が地元住民によるクダクダ材に大きく依存していたことである。な

お，プライは自身の，手L跡という孔のある軽い低質材で，日本では天井桟や安い家具

の引出しの側板等に使われた。パレンパンでもメランティの板の半値位いで取り引き

されていたと思う。

湿地林ールンプール川を中心に

トノレンスラパン村のノレンプーノレ川にたどり着くには，スピードボー トで，ムシ}IIか

らオガン川に入札運河でコムリン川を横切り，それから湿地の大草原を横断する。

水路らしきものはあったが，複雑で， 地理に明かるい地元出身の運転手を必要とし

た。水系を区切る岡地の運河を通って，水が逆に流れ出すと，また草原にでて，ょう

やく湿地のなかの浮島のようなトルンスラパン村に着く。このような岡地はタランと

呼ばれ，一般に集落が形成され，焼畑や，乱雑に植えられた個人所有のゴム林がみ

られる。集落の形成された周囲は，だし、たい草原になっており，森林へのアプローチ

は本流から支流に入り， さらに 1"，2km 位の草原を水びだしになって歩くことに

なる。森林内に入ると泥(ノレンプール)になり，20"，30 cmは足元がぬかる。ところ

どころ 3cm以上のトゲを持つ， アサムパヨ(ヤ)(Salacca conferta)と云うヤシ

があり，歩行が困難である。雨期には水がたまり，淡水湿地林であるが，一度経験し

たら，二度と入りたくない泥沼の森林である。当時は輸出用のプライを探しており，

約 8km位の奥地で，立派なプライを見た。 ha当り 40m3以上はあったかと思う。

その他にメランティパヨ(ヤ)(Shoreaρlatycarta)も散見された。 これは完全な沈

木で，大径木には殆んどセンターホーノレがあると思われる。調査時は気がつかなかっ

たが，地元民の伐採した筏をみるとトレンタン， フ。ノレポックが主体で，少しゲロンガ

ン (Cratoxylonarborescens)などの丸太も含まれていたので，これらは比較的林縁

部に，大きくても 40cm位の直径のものがあった。その他，淑地帯で泥炭層のある

地域，スジアン， レブンヒタム川の上流にはラミン (Go珂ystylus)があった。泥炭層

の厚さなどは調べもしなかったが，i待の掘り具合では，2m以上はあったと思う。

これをさらに下流に下り，潮の影響を受ける地域になると， ニッパヤシ (Nyρ。
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fruticans)が川の両岸に整然とならぶ。夜にはこれにホタノレが群が り， 見事なクリ

スマスツリーにみえた。この内側にはニボン (Oncostermatigillarium)が多かった

ようだ。そうして，海岸を守るようにマングローブ林があった。殆んど Avicenniaだ

ったと思う。

ニボンやニッパなどは河口付近の住民にとっては非常に大切で，住民はニボ ンで足

場を築き，その上に家を建て，屋根にニッパを使用した。家々はニボンを柱に，板を

敷き通路を作ってつなぎ，集落を形成している。

ついでに野生動物についてみると，サノレ，野豚，鹿などのほか，この地方で有名な

のは象で，1982年にスジアン川の上流で， 憲兵隊長が指揮をと り 2度にわたり象

の移動作戦をやっている。スジア ン川地域で圏内移民プロジェクトを始めたためで、あ

る。 村の区長はその森林で， ワニを追し、かけまわしていた頃があったという。 しか

も，レブンヒタム川では，黒い細長い小ワニを飼育していたし，湿地林内の水溜りに

は乾期にもワニの食料となる魚がし、たので，多分医長の話は本当であろう。ビアワと

云う大トカゲは皮が500ノレピアと云うことで追かけまわされていたし，マレーグ7 の

子供をもらったこともあるほど多種であった。

さて，完全にパレンハンと隔離されたこの地域の林業は，製材品をジャカノレタに供

給することで，この主役は製材工場所有者ーであったが，そのパックには，帆船ピニス

で島峡間の海上運送に重要な役割を果しているブギス人の回船問屋がし、た。このフギ

ス人の所有する帆船がノレンプーノレ;1'からの製材品を一手にジャカノレタに運んだが，工

場主はこのプギス人から資金を借金し， その一部を伐採資金として，，農民に少しずつ

貸付け，フ|えをきらせたり，工場の運転資金とした。勿論，資金的に独立している工場

主も 10人位はいて， 製材品の価格も しばられていなかったし，工場も 3軒位いは所

有Lて，しっかりした経営をしていたが，信用を失なって前渡し金にあ りつけない工

場主も多かった。後者は，需要が増加したときだけ，他の工場の賃挽きをすると云う

ことになる。

伐採される樹種は，直径 25"，40cmの赤身のトレンタンで，木出しの水路もパラ

ンで清掃する程度で，i朝の干満の影響を受けることなく ，雨期の雨だけたよることに

なる。多量に伐採する者はだいたい工場と資金面でつながりがあったようだが，値段

をあげれば，簡単に他の工場に筏は流れたようである。

製材工場は，ニッパヤシの屋根をかけただけの簡単なものであったが，機械室だけ

は側板が 打ちつけてあり金網の窓があった。周囲には 2，3の人夫小屋が建てられ

た。動力は 20"，30馬力のディ ーゼノレ，鋸は丸鋸である。このような工場が，1973年

当時，ノレンプーノレ，レブンヒタムJIIに，230軒はあった。 但し， 稼動している工場は

2"，3割位で，廃居並みのものもあったが， 一旦，製材品の値上 りがあると息をふき

返えすのである。

製品の寸法規格は，厚さ 3cm，幅 20cm，長さ 4mの板，5 cm x 7 cm x 4 m の

角材であったが， 実際には， 厚さは約 2.5cm以上，但し 1cmの誤差はざらだっ

た。隔は 18cm，長さは 380cmである。 しかしジャカノレタで製品の価絡があがる
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と，滅寸はさらにひどくなる。ブギス人への納入価格が，前金の関係で、すで、に決めら

れていて， 値上げができないものだから，材積を盗むことで， カパーすることにな

る。製材請負人夫は，量を確保するため，腰入れもしていない，目立ての不十分な丸

鋸に向かつて，ひたすら丸太を押しまくり，板の枚数をかせぐことになる。おかげで

1 m3毎の積み重ねは枚数勘定で行われるので凸凹になる。 これに対する消費者仮肋ミ

らのクレームも当然あったが 10年来何等の改善もなされなかったのは，役人がた

だ税金を取るだけでいくらでも製材工場の許可証を出した州政府の工業部，伐採の規

制や製品規格の指導ができなかった森林局に責任があろう。

このノレンプーノレ川，レプンヒタム川|地域の製材工場も 1981年にパレンパンに舞い

戻ったときには，殆んどスジアン川地域に移動していた。丸太の供給が底をついたた

めである。ノレンプール川時代の前は，ジャカノレタ寄りのムスジ川から供給されたそう

である。林業のためには， ムスジ，ノレンプーノレ，スジアン地域をうまく回転させなけ

ればならないのだが，湿地でも森林の草原化は進んでおり，あの泥沼の森林も， 10年

に1度とかの異常長乾期に見舞われると，さすがに部分的に乾燥し，火の犠牲にもな

る。さらに圏内移民プロジェクトも森林を伐関するので，まず，この伐採地の回転は

不可能と思われ，林業に従事した住民も，スジアン川地域での伐採が終れば， 川での

魚取りに専念せざるを得ないかもま日れなし、。ノレンプーノレ地域で、の住民の仕事は，キャ

ッサバやゴムもあって，農民が自転車に満載して，集荷場に押して行く光景もみられ

るが，雨期の伐採業と並んで，乾期の川での魚取りが重要な仕事である。この時期が

近づくと，村からサンパン(小舟)に乗って， パガンと云われる魚取りの小屋に移

り住み，定住するものもある。乾期に魚取りをするのは雨期の洪水が引き，森林や，

草原から魚が川に集中するのを一網打尽にすると云うことで，このため各支流には漁

業権があり，毎年村役場で、入札が行われた。当時で， 20"，30万ノレピアから 100万ノレ

ピアもするところがあったことから推定して，漁獲も相当に多かったものと思われる。

ムシ川上流の丘陵林

スピードボードでひたすらムシ川を湖ることになる。 Sho問 α林であるが，カリマ

ンタンなどの Shoreaと比較すると確実に小型である。メランティの他には少しジェ

ノレトン (Dyera) も伐採されたし，地元民はプタナン(? )やメノレノミオ (Intsia)の沈

木を森林内で手挽きして，柱や板にしていた。この地域では機械出しによる輸出丸太

が多かったが，それにも負けず，パランと長い手鋸による地元住民の伐採は活発で，

パレンパンの現地製材の供給地であった。ここでは，まず伐倒玉切り，さらに筏組用

に丸太の前後に穴をあけ，まIj皮するところが，これまでのところとは異なるが，それ

な小さい沢にころがして落し込み，雨期の大雨を待ち， 流し出す。 クダクダとは云

え，サラワクなどで見られた木馬で人聞が引き出すのを一度も見ることはなかった。

西カリマンタンでも人間が木馬で丸太を引き出すことを見たことがあるが，どうも

スマトラ人は丸太をころがす程度の共同作業はやるが，引き出すなどの共同{乍業は苦

手のようである。水牛に引かせることはときにあるらしく ，この場合は丸太の鼻が斜
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めに削られて滑りやす くされている。 しかし大部分は洪水頼りで，洪水にならなけれ

ば，木出しは翌年の雨期待ちと云う ことにもなった。

筏組を終ったら，寝泊りする小屋をつくり，ナベ，カマを積み込んで，のどかにム

シ川を下ることになる。しかし，こののどかさも，j'lの曲りが急なところにくると破

られる。筏の前後には，舵取り用の大きな櫓が二本ずつつけられていたが， うまくカ

ーブするために，必死にこれを漕がねばならなかったし，これで勝負がつかなかった

ら，繋留用の簸で編んだロ ープを持って川に 飛び込み， 岸の立木でブレーキをかけ

て，やっとカ ーブすることになる。ムシ川の流れに従って，いったいどれ位L、かかっ

てパレンパンに着いたかは定かでない。当時米 1kg約 50ノレピア，丸太の値段は，

1 m8当り 1，200ノレピア位いだったと思うが，焼畑外の別途収入としては効率の悪い

仕事に思われたが，焼畑農民にとっては，慣れた仕事でまとまった現金収入が得られ

るので，大切な仕事であったと思われる。

以上の三地区で，南スマトラにおける地元住民による木材の伐採や製材業のJ様子が

概ね伺がえる。プライの一部を除けば， 大体， 4~5 人のグループで， 決して規模の

大きい企業的伐採になることはなかったが，これに従事する農民は多く ，相当多くの

丸太を搬出したと思われる。この生産量を， I玄ト2に よって推定してみると，丸太輸

出量がクダクダ出しのプライと，機械出しのメランティで構成されているから，次の

式が考えられる。

「丸太総生産量 丸太輸出量+2=地元住民のクダクダ生産量」となる。パランと

手鋸だけであったが，いかに地元民によるクダクダ材の伐採が多かったかがわかる。

次に法律上からみると，1971年筆者がパレンパンに駐在した時に， すでに森林地

帯は，すべて新しくコンセッション(伐採権林区)として区画され，いわゆる森林開

発会社に与えられ，計画的に伐採されることになっており，I日来の住民の伐採の殆ん

どが，規則上では，不法伐採のカテ ゴリーに入るものであった。外来者には理解でき

ないが，これらの不法伐採による丸太は出て来たと ころで， 森林后jに税金が納めら

れ，製材工場に引取られて，製材され販売された。また製材品をジャカノレタにjぎる場

合には，納税蓄をもとに，島峡間交易の許可蓄を得て，船積書類を作成し，ブギス人

のl帆船で，ジャカノレタのスンダクラパ港やカリパノレ港に送られた。全く正規の物品と

して認められていたことになる。

伐採権林区の所有者も盗伐防止を試みることはあった。しかし農民の林区内佼入を

防ぐことは不可能であったし，丸太の現物を押えてみても，これを取り上げる場合は

市場価格で， その農民に対して補償しなければならなかった。輸出市場のし、L、とき

は，そのようなクダクダ材でも輸出できる情況になったが，こん度は，伐採計画外の

輸出許可取得が困難で，殆んどの場合，見て見ぬふ りをすることが無難で、あった。こ

のようにして，新しい法律は施行され，パレンパンにも大規模な製材工場や合板工場

が建てられ，製品の輸出ができるようになったが，他方不法伐採とされた地元民の伐

採や製材も，輸出に刺激されながら，活発に続けられ，新しい規制に吸収される こと

なく，森林を蚕食しているのである。

46 熱帯林業 No.2 (1985) 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




